
令和 6 年 2 月吉日 

選 手 各 位 

九州サーキット 第 20 回記念大会 北九州オープンゴルフトーナメント 

予選会組合せ・競技規定及び注意事項のお知らせ 

拝啓 余寒の候、時下ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

 この度は、「九州サーキット 第 20 回記念大会 北九州オープンゴルフトーナメント ジュニア予選会」

にエントリーいただきましてありがとうございます。予選会組合表及び競技規則を送付いたします。 

大会当日の注意事項と併せてご確認ください。選手の皆様のご健闘を祈念いたします。 

敬具 

記 

１． 当日のゴルフ場選手受付は 8：30 からとなります。 

２． 前日までの欠場に関しては下記事務局迄（10:00～17:00）、当日の欠場に関してはゴルフ場に連絡下さい。

連絡無く欠場される方は、以後九州サーキット全ての大会のエントリーができなくなります。 

※申込締切以降のキャンセルにつきましては、エントリーフィのご返金はいたしません。 

アマチュアの方には参加賞を郵送いたします。エントリーフィを納めていない方で欠場される方は、 

後日請求させていただきます。入金なき場合は以後、九州サーキット全ての大会にエントリーすること

ができなくなります。 

３．九州ゴルフ俱楽部八幡コースでは入場の際にドレスコードが定められています。選手・ご引率のご家族

の皆様もエチケットに必ずご留意下さい。ご引率の方はクラブハウス内で待機いただけますが、一般来

場者のご迷惑にならないように行動いただきますようお願いいたします。 

４．2 月 23 日（金・祝）は貸切営業ではありません。選手以外の方は、スタートホール及び 9 番・18 番グ

リーン付近以外へのコースへの入場は出来ません。クラブハウス内レストランでは、指定された待機場

所をご利用下さい。尚、ジーンズ・ジャージ・スニーカー等でのクラブハウスへの入場は出来ませんの

でご注意下さい。 

以上 

組合せ表に記載の氏名・所属等に誤りがございましたら、失礼をお詫びするとともに、お手数をお掛けい

たしますが、下記事務局までご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

【お問合せ】 北九州オープンゴルフトーナメント事務局（平日 10:00～17:00） 

TEL：093-562-0562 FAX：093-562-0563 

大会の情報・組合せはホームページで確認できます。 http://www.kitakyu-open.com/ 

【予選会当日の連絡先】 九州ゴルフ俱楽部八幡コース TEL093-652-2221（6:30～） 

 



アマチュア予選会（18歳以下）　アウトスタート

NO START PLAYERS 所属 PLAYERS 所属 PLAYERS 所属 PLAYERS 所属

1 10:53 井村　大和 筑紫ヶ丘GC 山本　大勢 鷹羽ロイヤルCC 関野　晃希 福岡第一高校 宮原　大舞 沖学園中学

2 11:00 山﨑　義也 浮羽CC 花田　幸之助 チサンCC遠賀 佐々木　心音 日章学園中学 稲田　堅心 沖学園中学

3 11:08 米山　遼 鹿児島城西高 平尾　孝太 日章学園中学 姜　久史 柳ヶ浦高校

4 11:15 松﨑　泰知 山口高校 古瀬　雄太朗 滝川第二高校 中村　虎ノ介 大宮中学

アマチュア予選会（18歳以下）　インスタート

NO START PLAYERS 所属 PLAYERS 所属 PLAYERS 所属 PLAYERS 所属

1 10:53 夫　勝載 JGA 関野　雄希 福岡第一高校 仲村　力彪 鷹羽ロイヤルCC 山崎　太喜 グリーンランドリゾートGC

2 11:01 外岩戸　晟士 代々木高校 村田　統児 ミッションバレーGC 濱渦　一輝 沖学園中学 後根　愛斗 ルネサンス大阪高校

3 11:09 古賀　遼平 ミッションバレーGC 寺田　慶史 北九州CC 古賀　凜子 沖学園中学

＊欠席者が出た場合組合せの一部が変更になる場合があります。

＊ジュニア予選会の通過者は5名とする。

＊同スコアの場合は、カウントバック方式を採用する。

競技委員長

九州サーキット　第20回記念大会

2024.2.23（金・祝）
会場：九州ゴルフ倶楽部八幡コース

北九州オープンゴルフトーナメント
                               予選会(18歳以下の部）



   

 九州サーキット 第 20 回記念大会 

北九州オープンゴルフトーナメント 予選会 

 

 

開 催 日 ： 令和 6 年 2 月 23 日(金・祝)、2 月 28 日（水），2 月 29 日（木） 

開 催 コ ー ス ： 九州ゴルフ倶楽部八幡コース 

北九州オープンゴルフトーナメント 

 

競 技 の 条 件 
１．ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会ゴルフ規定と本競技の条件競技特別規則を適用する。 

２．使用球の規格 

（ア） 正規のラウンド中競技者は、同一銘柄・同タイプの球を、終始使用しなければならない。同一

銘柄・同タイプの球とは、最新公認球リストに１種類の球として記載されているものをいう。

本条件の違反は、違反があった各ホールに対して、２罰打付加。但し、１ラウンドに最高４罰

打付加までとする。 

（イ） 違反を発見した場合の処置 

本条件に違反する球を使用していたことを発見した場合、競技者は次のティインググラウンド

からプレーする前にその球を放棄し、正規の球を使用してそのラウンド終了しなければならな

い。これに違反した場合、競技者は競技失格とする。本条件違反が１ホールのプレー中に発見

され、競技者がそのホールのプレーを終了する前に、正規の球に取り替えることを選択したら、

競技者は本条件に違反して使用していた球の止まっていた箇所に正規の球をプレースしなけれ

ばならない。 

３．使用クラブの規格 

（ア）『適合ドライバーヘッドリストの条件・ゴルフ規則付Ⅰ(C)１a』を適用する。（ゴルフ規則 174

ページ参照） 

（イ）『2010 年 1 月 1 日施工の溝とパンチマークの規格に適合する倶楽部の使用を求める競技の条件』

（裁定 4-1/1）を適合する。（付属規則Ⅱ－5C 注 2 ゴルフ規則 199 ページ参照、2014－2015 ゴルフ規

則最低集 4-1/1 参照） 

４．競技終了時点 

本競技は、競技委員会の作成した順位表が提示された時点をもって終了したものとみなす。 

５．ホールとホールの間での練習禁止 

ホールとホールの間では、競技者はプレーを終了したばかりのホールのグリーン上及びその近くでは、

いかなる練習ストロークも行ってはならない。本条件の違反は次のホールに２罰打付加。最終ホール

の場合は、そのホールで罰を受ける。 

６．プレーの中断と再開 

(ア) プレーの中断（落雷などの危険を伴ない気象状況）については、ゴルフ規則６－８ｂ，c，d に

従って処置すること。 

(イ) 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の競技者

全員がホールとホールの間にいたときは、各競技者は委員会よりプレー再開の指示が出るまで

プレーを再開してはならない。１ホールのプレーの途中であったときは、各競技者はすぐにプ

レーを中断しなければならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再

開してはならない。競技者がすぐプレーを中断しなかったときは、ゴルフ規則３３－７に決め

られているような、罰を免除する正当な事情がなければ、その競技者は競技失格とする。 

(ウ) プレーの中断と再開の合図について 

通常のプレー中断 ： 短いサイレンを繰り返して通報する。または本部より競技委員を通じ

て競技者に連絡する。 

険悪な気象状況による即時中断 ： 1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。 

プレーの再開 ： 1 回の長いサイレンを鳴らして通報する。 

 

 

 

 

 

７． 移動 

正規のラウンド中の移動について『ゴルフ規則の移動』を適用する。但し、ホールとホール間の移動について

は乗用カートの使用は可。 

L o c a l  R u l e s  
 

１． アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 

２． 修理地の境界は、青杭を立て、白線をもってその限界を標示する。 

３． コース内の池は全てレッドペナルティエリアとする。但し、6 番、9 番、18 番グリーン奥のレッドペナルティ

エリアの赤杭もしくは赤線で標示した境界を超えた場合はドロッピングエリアよりプレーすることができる。 

４． 排水溝は動かせない障害物とする。 

５． 人口の表面を持つ道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

６． 地面に食い込んでいる球がスルーザーグリーンで自分のピッチマークに球が食いこんでいる時は、罰

なしで拾い上げて拭きホールに近づかず、しかも球の止まっていた箇所にできるだけ近い所にドロッ

プすることができる。（ドロップの際その球はスルーザーグリーンのコース上に直接落ちなければなら

ない。 

７． ショートホールで、後続組に打たせた場合、前組のキャディもしくは、他のプレーヤーがマークし、

拭くことができる。 

８． 目的外のパッティンググリーンに、球が乗った場合の時のみ、カップに近づかない元の位置に最も近

い位置外側の地点（ニアレスポイント）を決め 1 クラブレングス以内にドロップしなければならない。 

９． プレーヤーは、距離計測機器（レーザー距離測定器､携帯ナビ使用可※距離のみを測定するもの）によ

って距離の情報を得ることができる。しかし他の条件(例えば、標高変化、風速、傾斜など)を計測する

ために距離計測機器を使用した場合、プレーヤーは 2 打の罰。その後、さらに同じ違反（複数回違反）

があった場合は、競技失格となる。 

※上記の機器を使用して得た情報の交換はアドバイスとはならない。  

※距離計測器が他の条件(例えば、傾斜、風速、気温)を計測できる機能を持っている場合、その機能を

OFF（使用できない状態）にして使用すること。 

※ 距離計測機器を使用するためにプレーを不当に遅延させてはならない。 

 

注 意 事 項  
１． 競技の条件やローカルルールに追加又は変更のある時は、インフォメーションボード又はスタートに

掲示して告示する。 

２． 練習は指定練習場にて行い、打放し練習場においてはスタート室でコインを購入し、備え付けの球を

使用すること。スタート前の練習は一人 25 球を限度とする。8 番ホールへの飛球防止のため、ドライ

バーの使用は禁止とする。260yard 以上距離の出るクラブは使用しないこと。 

３． プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意のこと。なお、プレーの不当な遅

延についてはペナルティを課す。 

４． ９ホール終了後待ち時間に指定練習グリーンにおいて、パッティング練習のみすることができる。 

５． スタートの呼出しは行わないので、選手は時間 5 分前までにはスターティングホールに待機すること。 

６． 競技前日の練習は、アウト・イン共スタートを 14:00 で打ち切ることがある。 

７． 選手以外の入場は、スタートホール・9 番・18 番グリーン付近以外は認めないこととする。観戦エリ

アでの安全確保は観戦者自身が責任を持つこととし、主催者・ゴルフ場は関知しないこととする。 

８． コース内での携帯電話の使用を禁止する。 

９． クラブハウスの受付開始は、スタート 90 分前（レストラン開場 6:45）とする。 

 

競技委員長 


